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組
合
等
の
動
き（
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
・
愛
知
万
博
開
幕
ほ
か
）　

２
〜
４

組
合
ク
リ
ニ
ッ
ク（
年
度
末
決
算
に
伴
う
組
合
の
事
務
手
続
き
）　

５

県
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度　

６　

提
携
ロ
ー
ン
の
ご
案
内　

７

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）　

８　

二
月
の
景
況
調
査　

９

事
務
局
だ
よ
り（
青
年
部
講
習
会
・
通
常
総
会
の
ご
案
内
）　
　

〜　
１０

１１

　

今
、二
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
中
部
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

三
月
二
十
五
日
に
開
幕
し
た

「
愛
・
地
球
博
」
は
、
当
初
の
予

想
は
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、約

半
月
で
百
万
人
の
来
場
者
を
数

え
、
ま
た
、
三
月
一
日
よ
り
開
催
し
て
い
る
「
花
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
５
ぎ
ふ
」
で
は
、
四
〇
日
間
で
約
二
十
七
万
人
と
盛

況
で
あ
る
。

　

愛
・
地
球
博
に
は
県
と
し
て
「
千
年
の
『
共
生
』
〜
人
・

自
然
環
境
と
ロ
ボ
ッ

ト
〜
」
を
テ
ー
マ
に

「
中
部
千
年
共
生
村

パ
ピ
リ
オ
ン
」
に
出

展
し
て
い
る
ほ
か
、

「
寄
せ
植
え
華
道
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
陶
器
活
用
」、「
ロ
ボ
ッ

ト
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

五
日
間
ず
つ
行
わ
れ
、
ま
た
、
五
月
十
三
〜
十
四
日
に
は

「『
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
』
で
創
る
岐
阜
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

岐
阜
県
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

可
児
市
で
開
催
中
の
花
フ
ェ
ス
タ
は
、「
二
百
十
万
人
の

生
命
の
輝
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
い
バ
ラ
な
ど
の
展
示
。
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
豊
富
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
好
評
で
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
屋
外
の
バ
ラ
が
咲
き
は
じ
め
る
と
ま
さ
に

七
千
品
種
の
「
世
界
一
の
バ
ラ
園
」
が
楽
し
め
る
こ
と
と
な

る
。

  
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
産

業
に
は
、
短
期
即
効
的
な
経
済
対
策
、
雇
用
対
策
と
し
て
大

き
な
経
済
波
及
効
果
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
交
流

産
業
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
県
内
外
や
海
外
で
の
誘
客

戦
略
の
展
開
、
情
報
発
信
の
強
化
な
ど
を
図
り
、
平
成
十
五

年
に
四
千
五
百
万
人
だ
っ
た
観
光
客
数
を
十
七
年
に
は
五

千
万
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

人
が
集
ま
る
だ
け
で
も
地
域
は
活
性
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ず
る
。
東
海
環
状
自
動
車
道
東
回
り
ル
ー
ト

の
開
通
、
中
部
国

際
空
港
の
開
港
な

ど
も
あ
い
ま
っ
て
、

今
年
は
多
く
の
人

が
岐
阜
県
を
訪
れ

経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
一
過
性
の
も
の
に
終

わ
ら
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

観
光
は
「
見
る
」、「
味
わ
う
」
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
加
え

て
「
参
加
す
る
」、「
学
ぶ
」
こ
と
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

岐
阜
県
に
は
豊
富
な
歴
史
・
自
然
に
加
え
て
、
各
種
の
地
場

産
業
が
あ
り
、
産
業
観
光
な
ど
を
考
え
て
も
資
源
の
宝
庫
で

あ
る
。

　

企
業
、
地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
千
載
一

隅
の
チ
ャ
ン
ス
」
を
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

愛
・
地
球
博
、花
フ
ェ
ス
タ
が
開
幕
！

訪
れ
る
人
を
活
か
す

�
…
�

【
平
成
十
七
年
三
月
一
日
〜
六
月
十
二
日（
一
〇
四
日
間
）】
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東
京
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ウ
２
０
０
５
が
、
一
月
二
十
日

か
ら
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
、
土
岐
市
陶
磁
器
卸
商

業
協
同
組
合
（
玉
樹
成
三
理
事
長
）

が
約
千
五
百
ア
イ
テ
ム
の
美
濃
焼
製

品
及
び
高
強
度
磁
器
食
器
を
出
展
し
、

販
路
の
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
た
。

　

同
シ
ョ
ウ
は
、
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア

に
焦
点
を
合
わ
せ
た
展
示
・
商
談
会

で
、
三
日
間
の
来
場
者
は
お
よ
そ
六

千
五
百
人
余
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
全
国
各
地
か
ら
八
十
三
団
体
が

出
展
し
、
ガ
ラ
ス
食
器
、
陶
磁
器
和

洋
食
器
、
陶
磁
器
工
芸
品
等
が
展
示

さ
れ
、
流
通
業
界
、
個
店
を
対
象
に

し
た
異
業
種
の
交
流
の
場
と
も
な
っ

春
・
夏
向
け
新
作
を
披
露

第　

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜

14

　

�
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合

会
（
野
口
千
寿
雄
会
長
）
は
、
岐
阜

ア
パ
レ
ル
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
「
第　
１４

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
」
を
、
三
月

一
・
二
日
の
両
日
、
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ

岐
阜
と
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
前
の
問
屋
街
一

帯
で
開
催
し
た
。

　
「
問
屋
街
再
発
見
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
百
五
十
社
が
参
加
し
、
商
品
展

示
ゾ
ー
ン
「
リ
ト
ル
問
屋
街
」
に
春
・

夏
向
け
の
最
新
作
を
並
べ
た
。

　

こ
の
リ
ト
ル
問
屋
街
と
は
、
問
屋

街
を
東
部
・
中
部
・
西
部
の
三
つ
の

地
区
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
で
商
品
を

三
者
協
定
を
締
結

大
垣
市
鉄
工
�

　

大
垣
市
鉄
工
協
同
組
合
（
種
田
文

彦
理
事
長
）
は
、
大
垣
市
及
び
�
ソ

フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
と
の
間
で
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
組
合
員
企
業
の
情
報

化
支
援
や
人
材
育
成
、
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
で
連
携

す
る
三
者
協
定
を
締
結
し
、
協
定
書

に
調
印
し
た
。

　

締
結
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
三
者

は
互
い
に
協
議
を
重
ね
て
い
た
が
、

二
月
に
開
催
し
た
情
報
交
換
会
で
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ソ
フ
ト

ピ
ア
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
組
合
員

企
業
と
の
間
で
、
具
体
的
な
商
談
の

話
が
進
む
な
ど
の
成
果
が
あ
が
っ
た

た
め
で
、
Ｉ
Ｔ
を
地
域
産
業
の
発
展

と
人
材
育
成
に
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
今
後
も
三
者
間
で
相
互
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

置
を
紹
介
す
る
な
ど
、
新
規
顧
客
獲

得
に
向
け
て
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
フ
ロ
ア
シ
ョ
ー
で

は
、
会
員
企
業
四
十
五
社
か
ら
八
十

四
点
が
出
品
さ
れ
、
最
新
作
を
身
に

ま
と
っ
た
プ
ロ
モ
デ
ル
が
、
華
や
か

な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

　

訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
ら
は
、
メ
モ
を

片
手
に
今
年
の
春
夏
物
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



美
濃
焼
の
新
市
場
開
拓

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ウ

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業　
（協）

展
示
し
た
も
の
で
、
会
場
内
の
パ
ソ

コ
ン
で
商
品
情
報
や
店
舗
情
報
な
ど

を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

展
示
会
場
で
気
に
な
る
商
品
を
見
つ

け
た
バ
イ
ヤ
ー
を
、
実
際
の
店
舗
に

誘
導
す
る
た
め
に
、
出
品
店
舗
の
位

て
い
る
。

　

組
合
か
ら
三
十
六
小
間
を
出
展
し
、

四
百
五
十
件
近
い
商
談
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

石
の
持
つ
魅
力
を
表
現アク
テ
ィ
ブ
Ｇ
で「
器
と
道
具
展
」

　

岐
阜
県
花
崗
岩
販
売
協
同
組
合

（
畔
柳
勝
男
理
事
長
）
は
、
Ｊ
Ｒ
岐

阜
駅
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
三
階
の
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
工
房
ワ
ー
ル
ド
デ
ザ
イ
ン

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
に
て
、
二
月
二
十
六
日

か
ら
三
月
十
八
日
ま
で
「
器
と
道
具

展
」
を
開
催
し
た
。

　

中
津
川
市
蛭
川
（
旧
蛭
川
村
）
は
、

石
の
里
と
し
て
町
お
こ
し
に
励
ん
で

お
り
、
同
組
合
に
お
い
て
も
、
石
材

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、
匠

の
技
を
石
碑
に
刻
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、「
自
然
と
語

る
石
と
語
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
の

持
つ
魅
力
を
表
現
し
、
自
然
が
作
り

出
す
美
の
造
形
を
披
露
し
た
。
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上
が
っ
た
と
の
こ
と
。

　

表
彰
式
で
は
、「
吟
醸
酒
」「
純
米

醸
造
酒
」「
本
醸
造
酒
」
の
各
部
門
の

入
賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

知
事
賞
、
県
議
会
議
長
賞
に
入
賞

し
た
酒
造
業
者
と
銘
柄
は
次
の
通
り
。

【
県
知
事
賞
】
▽
吟
醸
酒
「
白
真
弓
」

（
蒲
酒
造
場
）
▽
純
米
醸
造
酒
「
ヒ

カ
リ
百
春
」（
小
坂
酒
造
場
）
▽
本
醸

造
酒
「
富
久
若
松
」（
池
田
屋
酒
造
）

【
県
議
会
議
長
賞
】
▽
吟
醸
酒
「
美

濃
天
狗
」（
林
酒
造
店
）
▽
純
米
醸
造

酒
「
女
城
主
」（
岩
村
酒
造
）
▽
本
醸

造
酒
「
御
代
桜
」（
御
代
桜
醸
造
）

　

鑑
評
会
で
新
酒
を
披
露

県
酒
造
組
合
連
合
会　

　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
（
老
田

正
夫
会
長
）
主
催
の
第
十
二
回
県
新

酒
鑑
評
会
が
三
月
二
十
九
日
、
岐
阜

市
柳
ヶ
瀬
通
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
で
開
か
れ
、
県
内
の
三
十
七

造
酒
場
か
ら
出
品
さ
れ
た
新
酒
を
口

に
含
ん
で
利
き
酒
し
、
味
や
香
り
な

ど
今
年
の
出
来
栄
え
を
確
か
め
た
。

　

昨
年
は
台
風
が
多
く
来
襲
し
、
そ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
稲
が
成

熟
期
に
入
っ
た
時
期
で
影
響
は
小
さ

く
、
ま
た
、
仕
込
み
時
期
で
あ
る
一

月
下
旬
か
ら
気
温
が
低
く
安
定
し
た

た
め
、
全
体
的
に
高
い
レ
ベ
ル
に
仕

活
力
あ
る
企
業
に
な
る
秘
訣
を
伝
授

藤
沢
久
美
氏
が
講
演

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

�
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合

会
は
、
三
月
十
一
日
に
ぱ
る
る
プ
ラ

ザ
岐
阜
で
、講
師
に
藤
沢
久
美
氏（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「　

世
紀
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」
キ
ャ

21

ス
タ
ー
）
を
招
き
、「
ア
パ
レ
ル
製

造
・
卸
企
業
が
活
力
あ
る
企
業
に
な

る
に
は
」を
テ
ー
マ
に
、岐
阜
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

藤
沢
氏
は
、「
二
十
一
世
紀
は
『
こ

だ
わ
り
』の
時
代
。
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
商
品
を
作
り
、
人
材
を
育
て
る
必

要
が
あ
る
。
使
い
捨
て
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
へ
、
量
か
ら
質
へ
と
時
代
は
変

化
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
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地
震
体
験
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
を
寄
贈

岐
阜
市
娯
楽
遊
技
業
振
興　
（協）
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県
西
方
沖
地
震
、
昨
年
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
地
震
で
実
感
し
た
よ
う
に

全
て
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
う
。

３
Ｄ
装
置
で
そ
の
怖
さ
を
体
験
し
て

頂
き
、
各
家
庭
で
地
震
に
備
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

岐
阜
市
娯
楽
遊
技
業
振
興
協
同
組

合
（
岩
本
栄
植
理
事
長
）
は
、
岐
阜

市
本
荘
の
市
科
学
館
に
立
体
映
像
で

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
３
Ｄ
シ

ア
タ
ー
「
地
震
体
験
」
を
寄
贈
し
、
三

月
二
十
九
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

市
内
の
パ
チ
ン
コ
店
、
ス
ロ
ッ
ト

店
に
設
置
さ
れ
た
「
善
意
の
箱
」
を

財
源
と
し
て
同
設
備
を
贈
り
、
地
震

が
起
き
る
仕
組
み
や
災
害
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
る
。

　

贈
呈
式
に
は
、
岩
本
理
事
長
や
細

江
市
長
、
地
元
児
童
ら
が
出
席
。
岩

本
理
事
長
は
「
地
震
は
今
年
の
福
岡

 
● Visual Basic. NET プログラミング ●Power Point ２００３基礎
　 開催日：平成１７年５月２４～２６日 　 開催日：平成１７年５月３１日
　 　　　　１０時～４時４５分 　 　　　　１０時～４時４５分
　 受講料：３４,０００円   締切日：５月９日 　受講料：１０,０００円　締切日：５月１６日
●フォトショップ基礎 ※問い合わせ先
　 開催日：平成１７年５月３０～３１日 　全国マルチメディア専門研修センター
　 　　　　１０時～４時４５分 　研修担当　古川
　 受講料：２４,０００円　締切日：５月１３日 　　Tel 0584 － 77 － 1113

ソフトピアジャパン・ Ｉ Ｔ研修会のお知らせ
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ト
イ
レ
シ
ー
ト
カ
バ
ー

入
賞
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
展
示

　

岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
内
の
異
業
種
中
小
企
業
者
で
組

織
さ
れ
た
「
岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
商
品
化
を
目
指
す
、

ト
イ
レ
シ
ー
ト
カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

審
査
会
が
、
三
月
二
日
に
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
で
行
わ
れ
、
県
内
二
高
校

の
生
徒
が
応
募
し
た
作
品
二
十
七
点

を
審
査
し
た
。

　

入
賞
し
た
十
一
点
の
作
品
は
、
同

月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、

�
自
然
の
叡
智
�が
テ
ー
マ愛・

地
球
博
が
開
幕

　

三
月
二
十
五
日
、
百
八
十
五
日
間

に
も
お
よ
ぶ
「
２
０
０
５
年
日
本
国

際
博
覧
会
（
愛
称
＝
愛
・
地
球
博
）」

が
開
幕
し
た
。

　

こ
の
国
際
博
覧
会
で
は
、�
自
然
の

叡
智
�
を
テ
ー
マ
に
、
二
十
一
世
紀

の
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り
を
探
求

し
、
提
案
し
て
い
る
。
現
在
、
自
然

と
の
共
生
は
人
類
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
の
糸
口
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　

岐
阜
県
か
ら
は
、『
中
部
千
年
共
生

村
パ
ビ
リ
オ
ン
』
に
展
示
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
に

暮
ら
す
社
会
を
提
案
し
て
い
る
。
展

示
さ
れ
て
い
る
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

「
な
が
ら－

３
」
は
、
�
岐
阜
県
工

業
会
（
牛
込
進
会
長
）
を
中
心
に
開

発
に
取
り
組
み
、
二
十
九
個
の
関
節

を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
将
来
は
子
供
と
一
緒
に
運
動
す

る
こ
と
や
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊
べ

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、実
用
化
が
期
待
さ
れ
る「
ミ

ラ
ク
ル
ビ
ー
ク
ル
＝
空
飛
ぶ
自
動

車
」
が
、
六
月
九
〜
十
九
日
の
『
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
ロ
ボ
ッ
ト
展
』
に
登
場

す
る
予
定
。

　

二
十
一
世
紀
最
初
の
万
博
で
す
。

是
非
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
に

お
出
か
け
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

貨
店
前
か
ら
岐
阜
ロ
フ
ト
の
あ
る
長

住
町
ビ
ル
ま
で
を
結
ぶ
百
五
十
六
�

区
間
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
神
田
町
三

丁
目
か
ら
九
丁
目
ま
で
通
り
約
一
�

の
両
側
全
て
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備

さ
れ
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
五
組
の
チ
ン

ド
ン
屋
が
通
り
を
練
り
歩
き
、
ア
ー

ケ
ー
ド
の
完
成
を
祝
っ
た
。

メ
ー
ト
ル

駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成
／
岐
阜
駅
前
中
央（
商
振
）

　

岐
阜
駅
前
中
央
商
店
街
振
興
組
合

（
大
塚
滋
治
理
事
長
）
が
進
め
て
き

た
、
名
鉄
岐
阜
駅
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド

が
完
成
し
た
。

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
の
通
路

に
展
示
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

要
や
国
産
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
化
し
て

成
型
し
た
建
材
「
エ
ス
ウ
ッ
ド
」
へ

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

か
わ
い
ら
し
い
動
物
の
絵
を
描
い

た
作
品
や
、
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
作

品
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
画
が
紹
介
さ
れ
、

通
行
客
は
足
を
止
め
て
興
味
深
く
作

品
を
眺
め
て
い
た
。

　

三
月
二
十
七
日
に
は
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
来
賓
や
商
店
街
関
係
者
ら

約
百
人
が
出
席
し
、
大
塚
理
事
長
ら

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、
市
内
の

彫
刻
家
が
制
作
し
た
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　

完
成
し
た
の
は
、
名
鉄
新
岐
阜
百

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
の
ご
案
内

　
「
第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ

29

り
」
が
五
月
三
日
か
ら
三
日
間

（
九
時
〜
五
時
）、土
岐
市
泉
北

山
町
の
土
岐
美
濃
焼
商
業
卸
団

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
価
よ
り
も
お
値
打
ち
に
陶

器
類
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



９
月　

日
ま
で

２５
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�
…
四
月
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
」で
す
！　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

組合クリニック
　

●年度末決算に伴う組合の事務手続きについて

　組合の年度末終了後の事務処理は、決算関係書類の作成から理事会・総会の開催、必要に応じて法務局への登記、

総会後に所管行政庁への届出、そして税務申告と非常に煩雑で、仕事量も多くなります。

　そこで今回、年度末からの一連の事務手続きの要点を解説します。是非、参考にして下さい！

※事業年度末終了後の事務手続きのフロー図

　決算日を３月３１日、理事会を５月７日、通常総会を５月２４日と仮定した場合です。
� ���������������������������������������������������������

●決算関係書類作成上の留意点

１．財産目録の作成 ← 作成されていないケースが見受けられます。

　　　所管行政庁へ提出する決算関係書類は、事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案

又は損失処理案です。

２．定款に記載された剰余金処分について

　定款に記載された「法定利益準備金」、「特別積立金」の積み立てを行って下さい。組合の事業で教育情報事

業を実施している組合は、「法定繰越金（教育情報繰越金）」の処理を必ず行って下さい。

３／３１　　事業年度末（決算日）�
４／１�
�
４／２８　　出資総口数及び払込済出資総額変更登記�
�
４／３０　　理事会の招集状の到達�
�
�
５／７　　理事会の開催�
�
５／１３　　通常総会招集状の到達�
�
５／１７　　監事の監査�
�
�
�
５／２４　　通常総会�
�
�
�
�
�
�
�
�
５／３１　　法人税等の確定申告�
�
６／７　　決算関係書類の提出�

四週間以内�

中七日以上�

決算関係書類を通常総会の一週間前までに理事から監事へ提出�
監事は決算関係書類を監査した上で監査意見書を提出�

　　　定款変更がある場合（総会で決議された後）�
　　　　　　①所管行政庁へ定款変更認可申請�
　　　　　　②認可後、変更登記�
　　　　　　　（登記事項がある場合、認可書到着後二週間以内）�
理事会の開催（役員変更がある場合）理事全員の同意があれば召集手続を省略�
　　　　　　①代表理事の変更登記（就任・重任のいずれか）�
　　　　　　②所管行政庁への届出（二週間以内）�

決
算
日
か
ら
二
ケ
月
以
内�

中
十
日
以
内�

二
週
間
以
内�



平成１７年度 岐阜県中小企業資金融資制度一覧
　
　県内の中小企業者の皆様に、経営の活性化、安定のために必要な事業資金を円滑に調達して頂くために、県制度
融資を設けています。
　
①一般資金　通常の事業運営に資金が必要な方を幅広く支援します

　
②元気企業育成資金　新たな事業展開等を行う“元気企業”を支援します

　
③特別経済対策資金　厳しい経営環境の中で、がんばっている企業を支援します。

　
④災害復旧資金　地震、豪雨等の災害の被害を受けた中小企業者の事業復旧を支援します

　
　※詳しくは…
　　岐阜県中小企業団体中央会　組織指導チーム　ＴＥＬ：０５８－２７７－１１０１
　　岐阜県農林商工部　経営支援室　ＴＥＬ：０５８－２７２－１１１１　内線：３０７５、３０７６（資金融資グループ）
　　　　　　　　　　　経営支援室ホームページ（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s１１３３２/index.htm）
　　又は、各地域農林商工事務所　産業労働課までお問い合わせ下さい。
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�
…
Ｓ
Ｅ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
設
計 
〜
基
礎
編
〜　
　

４
月　

〜　

日　

受
講
料
二
万
七
千
円 

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

７
ペ
ー
ジ
欄
外
に
記
載

18

19

融 資 利 率融 資 対 象 等資　金　名

年：１.４％
信用保証なしの場合 年１.６％

◇資金使途　長期事業資金�経営安定資金

年：０.８％◆対象者　小規模企業者�小規模企業特別小口資金

年：１.２％
信用保証なしの場合 年１.４％

◇資金使途　　・夏季、年末時期に必要な短期事業資金
　　　　　　　・運転資金に限ります
＜取扱期間＞　　夏季６月１日～１０月３１日
　　　　　　　　年末１１月１日～３月３１日

�中小企業季節資金
　　　（夏季・年末）

年：１.４％
うち利子補給 年０.３８％

◆対象者　旧同和対策対象地区の小規模企業者または組合
　　　　　（岐阜県商工会連合会の推薦書が必要）�同和地区小規模事業資金

融資利率融 資 対 象 等資　金　名

年：０.８％

償還期間が１０年
を超える場合

年１.２％

�地震防災整備
資金のみ、償還
期間１０年を超え
る場合、利子補
給（年０.４％）を行
います

◆対象業種　健康、福祉、環境、交流、教育、文化、ハイテク産業
◇資金使途　新商品開発、販路拡大、人材育成�知恵産業創出促進資金

◆対象業種
　食料品、繊維、木工・家具、紙、陶磁器、金属・刃物及びプラスチックの製造業
◇資金使途　新商品開発、販路拡大、人材育成

�地場産業活性化資金

◇資金使途　・新商品及びデザインの研究開発・製品化
　　　　　　・新製品の販路拡大�プロダクトデザイン振興資金

◆対象者　新規開業者
　　　　　事業歴１年未満の方�ベンチャー企業等支援資金

◆対象者
・中小企業経営革新支援法に基づく知事の承認を受けた事業を行う方
・産業活力再生特別措置法に基づく知事の認定を受けた事業を行う方
・新分野進出を図る方　　・国際的事業展開を図る方

�経営革新等企業再生支援資金

◇資金使途（主に設備資金が対象）
・事務所、工場等の新増改築、建物の購入
・経営の効率化を図るための設備の購入
・高齢者、障害者に配慮した施設等の整備
・職場環境の整備　　・地球環境の保全、改善を図るための設備の購入

�経営合理化資金

◇資金使途　・既存施設の耐震性を向上させるための改修
　　　　　　・既存の設備等の転倒の防止措置　　・消防設備等の整備�地震防災整備資金

◇資金使途　・福祉施設を組み込んだ複合型都市再生施設の整備、運営
　　　　　　・同施設内で行う事業�都市再生等支援資金

融資利率融 資 対 象 等資　金　名

年：０.８％
◆対象者（いずれかに該当する方）
・売上減少している方　　・直近の単年度決算で欠損が生じている方
・親事業者の経営合理化の影響を受けている方
・セーフティネット保証の認定を受けた方

�経済変動対策資金

年：０.８％
◆対象者（いずれかに該当する方）
・倒産企業との取引依存度が２０％以上ある方
・倒産企業に対し、５０万円以上の債権を有している方
◇資金使途　運転資金に限ります

�関連倒産防止資金

既住債務借入時
の融資利率以内

◆対象者（次の要件をすべて満たす方）
・現在、岐阜県中小企業資金融資制度を利用していること
・最近３ヶ月の売上高が対前年同期比５％以上減少していること、または直近の単年度
決算で欠損が生じていること

◇資金使途　旧債務の借換えと同時に新たな借入れも可能です

�返済ゆったり資金
　（借換資金）

年：1.4％◆対象者　岐阜県中小企業再生支援協議会の支援を受けて事業再生を図る方�中小企業再生支援資金

融資利率融 資 対 象 等資　金　名

別に定める◇資金使途　地震、豪雨等の災害により被害を被ったときの事業復旧資金�災害復旧資金
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�
…
Ｅｘｃｅ
ｌ 
２
０
０
３
基
礎　

４
月　

〜　

日　
　

受
講
料　

一
万
七
千
円

２１

２２
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

中央会との提携ローンの創設（商工中金）

　政府系の協同組織金融機関である商工中金は、全国中央会・都道府県中央会と提携し、会員組合の

組合員を対象とした、迅速な手続による貸出商品の取扱いを開始することになりました。

　同提携ローンは、商工中金の組合に対する総合支援策である「コーポラティブ２１」の強化の一環と

して、「新設組合に対する中央会推薦貸出制度」「新設企業組合に対する貸出制度」に続いて、中央会

との緊密な連携の下、中央会並びに会員組合の一体性維持を、組合員に対する金融面から支援するこ

とを目的としています。

　同提携ローンの概要は下記のとおりで、中央会の推薦を受けた組合の組合員に対して、所定の審査

のうえ、より迅速な貸出手続を実現するものとなっています。内容は次のとおり。

　○貸出対象：「中央会の推薦を受けた組合」の組合員で業歴３年以上、かつ、組合加入歴３年以

上の法人、等

　○資金使途：長期運転資金

　○貸出限度：３，０００万円以内（ただし、平均月商額以内とする）

　○貸出利率：・商工中金所定の利率から０．１％優遇、

　　　　　　　・「中小会社会計基準適用に関するチェックリスト」

　　　　　　　　（日本税理士会連合会策定）添付によりさらに０．３％優遇

　○貸出期間：３年以内（分割返済）

　○担　　保：原則、無担保

　○保 証 人：代表者のみ

　○中央会による推薦の要件

　　（１）原則、組合において金融事業を実施していないこと

　　（２）組合運営が適切に行われていること

　　（３）組合役員・組合事務局とも、当商品について理解していること

　　（４）組合事務処理に不安のないこと（組合員名簿の作成と、（ある場合のみ）賦課金の継続的

な納入等の確認が必要）

　なお、商工中金の審査の結果、ご希望にお応えできないことがありますことをご了承願います。

　　　　詳しくは、商工中金　岐阜支店　担当：営業第１課　永井　　　　　　

　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０５８-２６３-９１９１　ＦＡＸ：０５８-２６６-９３９４

または、中央会　組織指導チーム（ＴＥＬ：０５８-２７７-１１０１）
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■ある日系企業の取り組み
　今回は、「日本の伝統工芸」と「Ｔシャツなどの既存商
品」との融合をテーマに、以下にご紹介するお店のオー
ナーである加藤千夏氏との面談から、ニューヨークで奮
闘する企業の取り組みを報告したい。
　ニューヨーク・イーストビレッジ地区にあるファッ
ション専門店「グルーコレクティヴ」は、日本の若手デ
ザイナーがデザインする洋服を販売しており、２００２年２
月のオープンから約３年、お店の入れ替わりの激しいこ
の地域で、お洒落にうるさいニューヨーカーの関心を集
めている。
　このお店には、京都に代表される友禅染の技法を用い、
菊、紅葉、御所車などの伝統的なデザインをＴシャツや
デニムジャケットなどに取り入れ販売したところ、
ニューヨークの若者にそのデザインの目新しさから評判
となり人気を呼んでいる商品がある。
　加藤氏は、「京友禅の染め型彫刻師である谷口尚之氏と
の出会いから、友禅染の技術を活用した商品（プラプラ・
ブランド）を、新たに取り扱うことになった」と振り返っ
ている。
■ニューヨーク・イーストビレッジという街
　イーストビレッジ地区は、「ニューヨークのなかでも世
界から若者が集まる土地柄であり、日本のカルチャーを
受け入れやすい下地があるとともに、ここは、ニューヨー
クのなかでも成熟しきっていない雰囲気が魅力的であ
る」と加藤氏は語っている。
　その言葉通り、日本食レストランやスーパー等が軒を
連ねるエリアでは、一部の人から「リトル東京」とも呼
ばれており、他の地区に比べ日本の若者を多く見かける
場となっている。
　ちなみに、このお店では地下足袋（ゴム製）が販売さ
れているが、それがニューヨークの若者に人気の商品と
なっており、意外な物が売れるのが、この場所の特徴な
のかもしれない。
■今回の取り組みから見えてくるもの
　プラプラ・ブランドのターゲットは、こうした若い世
代（２０代～３０代）であり、Ｔシャツやデニムジャケッ
トなど、普段気軽に着られるものに伝統的なデザインを
取り入れたことに特徴がある。
　こちらの若者にとって、友禅染に使われる伝統的なデ
ザインも、逆に、「斬新」として受け入れられている様子
で、昨年６月にお店で開催した体験教室（友禅染）もそ

の魅力を広める契機となっ
たようである。
　加藤氏によれば、「今後は、
トレードショーにも出展し、
卸売りにも力を入れていき
たい」とのことで、この流
れに乗って、日本発ではな
くニューヨーク発として、
プラプラ・ブランドが世界
で販売されるのもそう遠く
はないのかもしれない。
■デザインで勝負する
　そもそもこのお店では、
日本の若手デザイナーの商
品を取り扱ってきたが、
ニューヨークの若者達には、ほかのお店の商品と比較す
ると、“何かが違う”と言われ受け入れられている。
　加藤氏は、それを、「日本人として今まで生きてきた環
境が、デザインにも影響しているのではないだろうか」
と見ており、こうしたところにもアイデンティティが反
映されている。
　ところで、プラプラ・ブランドは、立ち上げから順調
だったわけではない。最初はどういった商品を立ち上げ
るのかさえ固まっていなかったらしい。
　とりわけ、デザインとプリント（柄）によっては、「あ
まり日本の伝統文化を前面に出すとお客を限定してしま
うことになる。これは、単に着物をそのままここで販売
した場合に容易に受け入れられにくいのと同様である」
と述べており、プリントについては、「そもそもこちらに
ない柄であり、それが良かった」と語っている。
　加藤氏の言うデザインとは、「Ｔシャツやブラウス、デ
ニムジャケット自体は、そもそもこちらにあり、普段か
ら見慣れているものである。これが着物そうろうだと一
歩引いてしまう。あえて、日本の伝統をこれらの商品に
ミックスしていることに意味がある」と考えている。
　なお、プラプラ・ブランドは、最初からこのお店用に
開発されたものではない。そのことは、実際に、プラプラ・
ブランドの価格帯（６０ ドル～）を見ると明らかであり、
このお店の中でもかなりハイエンドプライスとなってい
る。そのため、「この商品ではハイエンドのお客を狙って
いくが、今後は価格面での検討も考慮していきたい」と
次の目標も定めている。
■最後に
　プラプラ・ブランドは、たまたま、加藤氏のお店を販
売拠点として取り扱うことになっているが、これも
ニューヨークにおける「人の繋がり」の結果と言える。
　新たに海外で直接ビジネスをしようとする中小企業に
とっては、そうしたネットワークを大切にしながら、現
地の的確な情報を入手し、現地にあったものを販売して
いくことが極めて重要であり、それも、ひとつひとつ手
探りで取り組んでいかなければならないところに難しさ
がある。
　日本の歴史や文化に裏打ちされた伝統工芸は、海外で
十分に通用するし、少し趣向を変えてみれば、まだまだ
様々な可能性が至るところにあるのかもしれない。
※大変多忙なスケジュールの中、当方の取材にご協力頂いた加藤氏に
は、この場をお借りして改めて感謝申し上げたい。

日本の伝統工芸との融合に着目　  　
　 　　　　　　　　～NY で評判のプラプラ・ブランド～

岐阜県ニューヨーク駐在員　山田　浩司

���������	
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少
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業　　種

▲△△△△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲▲△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲△▲砂 利 生 産
△△△▲△▲砕 石 生 産
▲○▲▲○○鋳　 　 物
▲△▲▲△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△▲▲△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△▲△○メ　 ッ　 キ
△○△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△○可 児 工 業 団 地
○○△△△○金　 　 型
▲△△▲▲▲電 気 機 械 器 具
▲▲△▲▲△輸 送 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△▲△△△△総合卸売業（飛騨地区）
▲△△△▲△電 設 資 材
▲△▲▲▲▲陶　 磁　 器
○△△○○○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
▲△△▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲△△△△△メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△△○○△△共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△▲△▲生 花 販 売
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△▲△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△▲豆 腐 製 造
○△△▲○△食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲△▲菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
△△△△△△寒 天 水 産
▲△△▲▲△製 麺
▲▲▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△△△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
△△△○▲△製　 　 材
△△△△○▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△○家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△▲▲▲紙　 加　 工
○△△○△○印　 　 刷
△△△△○▲プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲△△タ イ ル
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業　　種

△△▲▲△△岐 阜 市 商 店 街
▲▲▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△△恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△○車 体 整 備
△△△△△▲タ イ ヤ 整 備
△△▲▲△▲長 良 川 畔 旅 館
――――――下 呂 温 泉 旅 館
▲△▲▲▲▲高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
○△△○△○広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△▲▲△▲飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
▲▲△△△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
△△▲▲△▲鉄 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
▲▲▲▲▲▲管 設 備 工 事
△△△△△○建 築 板 金
△△△△△○建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
○▲△○△○軽 運 送
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不
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青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
は
三
月
四
日
、

土
岐
市
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
「
青

中
東
濃
版
講
習
会
」（
中
央
会
共
催
）

を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
「
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の

宅
急
便
」
の
生
み
の
親
、
ヤ
マ
ト
運

輸
㈱
の
元
代
表
取
締
役
社
長
、
都
築

幹
彦
氏
を
迎
え
、「
不
況
の
と
き
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
〜
企
業
は
常
に
挑
戦
し
な

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て

連
合
岐
阜
が
協
力
を
要
請

　

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
責
任
を

分
担
し
、
安
心
し
て
育
児
・
介
護
で

き
る
社
会
の
実
現
と
、
男
女
の
賃
金

格
差
是
正
に
向
け
て
、
以
下
の
要
請

が
あ
っ
た
。

　

①
募
集
採
用
に
あ
た
っ
て
一
定
の

身
長
・
体
重
・
体
力
を
要
件
と
す
る

こ
と
に
よ
り
女
性
採
用
が
男
性
に
比

べ
て
相
当
程
度
少
な
い
な
ど
の
制
限

等
、
外
見
上
は
性
に
中
立
的
で
あ
っ

て
も
実
際
に
は
明
ら
か
に
男
女
の
偏

り
の
み
ら
れ
る
間
接
差
別
は
ま
だ
根

強
く
残
っ
て
お
り
、
間
接
差
別
の
規

定
を
明
確
に
し
、
禁
止
す
る
②
男
女

間
の
賃
金
格
差
は
改
善
さ
れ
て
お
ら

ず
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原

則
を
ふ
ま
え
て
、
男
女
差
が
生
じ
な

い
よ
う
見
直
す
③
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
と
し
て
、

方
針
を
決
定
し
周
知
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
苦
情
・
相
談
体
制
を
整
備
し
、

対
応
機
関
の
設
置
（
窓
口
に
女
性
を

配
置
す
る
等
の
配
慮
）、
事
後
の
迅
速

な
対
応
な
ど
に
取
り
組
む
④
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
が
施
行
さ
れ
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
向
け
、
深

夜
労
働
、
時
間
外
の
制
限
や
休
日
労

働
の
免
除
、
子
供
や
家
族
看
護
休
暇

の
創
設
及
び
拡
充
、
育
児
・
介
護
短

時
間
勤
務
制
度
等
を
整
備
す
る
⑤
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的

改
善
措
置
）
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
、
企
業
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
⑥
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
均
等
待
遇
を
促
進
し
、
被

保
険
者
資
格
を
有
す
る
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
社
会
保
険
等
へ
の
加
入

促
進
⑦
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
事
業
主
行
動
計
画
を
策

定
し
、
速
や
か
に
届
け
出
る
と
と
も

に
、
実
効
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
体

制
整
備
を
す
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
折
衝
し
、
業
界
の
常
識
を
打
ち

破
っ
た
宅
急
便
事
業
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、
常
に
お
客
様
の
立
場
に

立
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

企
画
（
ゴ
ル
フ
、
ク
ー
ル
宅
急
便
等
）

を
次
々
に
市
場
へ
投
入
し
た
。

　

講
演
の
中
で
都
築
氏
は
、「
企
業
は

失
敗
か
ら
学
び
、
改
善
へ
の
取
り
組

み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
、
企
業
は
成
長
す
る
。

お
客
様
は
信
頼
を
買
っ
て
い
る
の
で
、

買
う
人
の
立
場
に
立
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

改
正
の
概
要
・
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
研
修
会

け
れ
ば
な
ら
な
い
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
。

　

都
築
氏
は
、
慶
應
義
塾
大
学
卒
業

後
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
に
入
社
。
常
務
時

代
に
、
厚
い
壁
で
あ
っ
た
関
係
省
庁

間
延
長
な
ど
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
…
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
５
出
展
の
ご
案
内　

開
催
日　
　

月　

〜　

日

１０

１９

２１

●
出
展
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
事
務
局　

�
〇
七
七－

五
二
六－

三
五
七
五

開
発
機
構
運
営
協
議
会
（
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
岐
阜
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

岐
阜
県
高
等
学
校
就
職
問
題

２３
検
討
会
議
（
岐
阜
労
働
局
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

２４
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

岐
阜
県
政
策
総
点
検
県
民
委

２５
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
・

２９
新
酒
鑑
評
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

〈
三
月
中
〉

１
日　

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
花

フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
）

２
日　

岐
阜
眼
鏡
士
認
定
委
員
会

（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

３
日　

岐
阜
県　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
委

２１

員
会
（
県
議
会
棟
）

　
　
　

岐
阜
大
学
地
域
交
流
会
（
岐

阜
大
学
）

８
日　

連
合
岐
阜
・
来
会
（
中
央
会
・

情
報
サ
ロ
ン
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

１０
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

日
本
国
際
博
覧
会
・
日
本
館

１３
開
館
式
（
万
博
長
久
手
会
場
）

　

日　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
・

１５

（社）

通
常
総
会
及
び
研
修
会
（
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

１６

　

ま
た
、
森
本
専
務
の
後
任
に
は
、
大

野
嘉
弘
（
お
お
の
よ
し
ひ
ろ
）
氏
が

中
央
会
・
参
与
に
就
任
し
、五
月
二
十

七
日
開
催
の
通
常
総
会
で
役
員
（
専

務
理
事
）
に
選
任
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

大
野
参
与
（
昭
和
二
十
一
年
一
月

二
十
三
日
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
四
十

五
年
四
月
に
県
職
員
に
採
用
さ
れ
、

総
務
部
人
事
課
長
、
科
学
技
術
振
興

中
央
会
退
職
者
の
お
知
ら
せ

長
い
間
、お
疲
れ
様
で
し
た

　

森
本
安
彦
専
務
理
事
、
石
田
泰
男

参
事
が
三
月
三
十
一
日
付
け
で
中
央

会
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

森
本
専
務
理
事
は
、
平
成
九
年
四

月
に
中
央
会
・
参
与
、
同
年
五
月
開

催
の
通
常
総
会
で
専
務
理
事
に
就
任

し
、
多
く
の
中
央
会
事
業
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
田
参
事
は
、
昭
和
三
十
八
年
の

入
職
以
来
四
十
二
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
県
下
中
小
企
業
組
合
の
育
成
・

支
援
の
た
め
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間
、

事
務
局
次
長
、
事
務
局
長
等
を
歴
任

し
、
本
会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

〈
五
月
中
〉

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

10
会
監
事
会
（　

時　

分
／
中
央
会
・

10

30

情
報
サ
ロ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

24
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
第
６
回
通

常
総
会
（　

時　

分
〜
／
グ
ラ
ン

14

00

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

県
・
産
業
経
済
室
の
人
事
異
動

　

中
央
会
の
所
管
で
あ
る
岐
阜
県
農

林
商
工
部
商
工
局
産
業
経
済
室
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、（　

）
内
は
前
職
で
す
。

【
産
業
経
済
室
】

　

▽
井
上
勇
室
長
▽
浜
崎
浩
之
課
長

補
佐
兼
産
業
経
済
振
興
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
▽
大
橋
富
夫
主
査
兼
団
体

支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
▽
春
成
浩

治
主
査
（
農
林
商
工
部
産
業
経
済
室

主
任
）
▽
土
田
隆
志
主
任
▽
神
田
亜

矢
子
主
任
▽
野
々
村
真
紀
主
任
▽
野

澤
愛
主
任
（
岐
阜
地
域
福
祉
事
務

所
）

　

昨
年
度
ま
で
、
産
業
経
済
室
で
ご

支
援
頂
い
た
方
の
異
動
先
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

【
前
任
】
▽
農
林
水
産
政
策
室
課
長

補
佐
へ
（
佐
藤
さ
わ
子
課
長
補
佐
）

▽
情
報
産
業
室
課
長
補
佐
＝
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
派
遣
へ
（
井
深
正
春

課
長
補
佐
）▽
商
工
業
室
主
査
へ（
田

屋
忠
司
主
査
）

�
�
�
�
�
�
�
�

セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
管
理
課
長
、
知

事
公
室
参
与
を
歴
任
し
、
平
成
十
六

年
四
月
に
東
濃
地
域
振
興
局
長
・
知

事
代
理
に
就
任
さ
れ
、
本
年
三
月
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

総
会
・
研
修
会
を
開
催

　

県
情
報
産
業
協
会

（社）

　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
（
辻
正

（社）
会
長
）
は
、
三
月
十
五
日
に
大
垣
市

の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
、
平
成

十
六
年
度
第
二
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
併
せ
て
研
修
会
も
実
施
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
㈱
パ
ソ
ナ
グ
ロ
ー

バ
ル
の
畑
伴
子
社
長
が
「
中
国
に
お

け
る
人
材
採
用－

コ
ア
人
材
の
獲
得

施
策－

」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

中
央
会
通
常
総
会
・
５
月　

日　

に
開
催
予
定

27

（金）

　

中
央
会
の
『
第　

回
通
常
総
会
』

50

を
5
月　

日　

、
午
後
一
時
三
十
分

27

（金）

か
ら
三
時
三
十
分
の
予
定
で
、
大
垣

市
の
情
報
工
房
５
Ｆ
「
ス
イ
ン
ク

ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
多
忙
の
折
恐
縮
で
す
が
、
日
程
等

を
調
整
し
て
頂
き
、
ご
出
席
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


